
−　目　次　−  

１Ｐ　組合説明会
　　　新専従紹介
２Ｐ　退職者をねぎらう集い
　　　おしゃべりカフェ
３Ｐ　東日本大震災津波6年のつどい
　　　いの健岩手県センター学習会
４Ｐ　女性部ニュース
５Ｐ　青年部ニュース
６Ｐ　つぶやき、とんがらし
　　　３月号パズル当選者
７Ｐ　お知らせ
　　　　◇医療研究全国集会 in 北海道
　　　　◇県医労第73回定期大会
　　　懸賞パズル　５・６月の予定

退職者をねぎらう集い。角館散策、石黒家にて（4月16日　秋田県角館市）

交流会でのわらび座団員の余興
（4月15日　退職者をねぎらう集い）

盛岡市内丸11番1号
岩手県医療局労働組合
電 話 019-623-8271
FAX 019-623-8273

URL http://www.iwate-ken-irou.org/

編集発行人
中 野 るみ子

毎月1回発行1923号（月刊137号）

2017年5月



1

ようこそ県医労へ

4月11日　磐井支部組合説明会4月6日　中央支部組合説明会

4月12日
釜石支部
組合説明会

4月14日　胆沢支部
組合説明会＆歓迎会

4月6日
千厩支部
組合説明会

4月13日
一戸支部
組合説明会

ようこそ県医労へ
支部組合説明会・歓迎会

　

４
月
か
ら
本
部
専
従
役

員
に
な
り
ま
し
た
。
中
央

執
行
委
員
の
○
○
○
○
で

す
。

　

青
年
部
か
ら
県
医
労
全

体
を
盛
り
上
げ
、
皆
さ
ま

と
一
緒
に
組
合
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
専
従に

　
なり
ま
し
た

4月19日
江刺支部組合説明会

4月5日　中部支部組合説明会
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　安倍政権の「働き方改革」で、本当に労働時間は減る
の？女性は輝いて働けるの？ 
　いわて労連女性部・青年部合同春闘学習会「おしゃべ
りカフェ」が４月15日、盛岡市のサンビルを会場に開
催されました。「働き方改革」について　盛岡さくら法
律事務所の渡部容子弁護士が講演。その後、ケーキを食
べながら、グループごとに職場の状況や取り組みなどを
話し、交流しました。

元気に楽しく働きたーい！！

カフェおしゃべりカフェ

　

恒
例
の
「
退
職
者
を
ね
ぎ
ら

う
集
い
」
が
４
月
15
日
（
土
）・

16
日
（
日
）、あ
き
た
芸
術
村
「
わ

ら
び
座
」で
開
催
さ
れ
、12
支
部
・

本
部
、
友
の
会
か
ら
36
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
こ
の
日
が
初
日

と
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ジ

パ
ン
グ
青
春
記
」
を
観
劇
。
伊

達
政
宗
の
時
代
に
、
津
波
か
ら

の
復
興
で
青
年
ら
に
夢
を
与
え

た
物
語
で
、
今
の
東
日
本
大
震

災
・
津
波
の
復
興
に
通
じ
る
内

容
で
し
た
。「
と
て
も
感
激
し
た
」

と
、
夜
の
懇
親
会
で
も
余
韻
に

浸
り
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
者

か
ら
は
「
県
医
労
の
大
切
さ
を

若
い
人
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
」

と
、
励
ま
し
の
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
角
館
散
策
、
酒

蔵
見
学
、
陶
芸
の
３
コ
ー
ス
に

分
か
れ
楽
し
み
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
今
年
は
、
４
月
に
入
っ

て
か
ら
も
雪
が
降
る
な
ど
天
候

に
恵
ま
れ
ず
、
桜
の
蕾
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
角
館
の
桜

の
開
花
は
ち
ょ
っ
と
先
に
な
り

ま
し
た
が
、
武
家
屋
敷
な
ど
を

見
学
。
酒
蔵
で
は
、
美
味
し
い

お
酒
を
試
飲
し
、
陶
芸
教
室
で

は
、
出
来
映
え
が
楽
し
み
な
作

品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

役者の方といっしょに

ガイドの方の説明を聞き散策

試飲でカンパイ

作り方のアドバイスを聞き、スタート

「退職者ねぎらうつどい」開催
県医労の大切さ、若い人へ
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被
災
者
の
暮
ら
し
再
建
・

 
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
再
生
を
！

被
災
者
の
暮
ら
し
再
建
・

 
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
再
生
を
！

～
東
日
本
大
震
災
６
年
の
つ
ど
い
～

催
さ
れ
、
全
体
で
１
８
０
名
・

県
医
労
か
ら
６
支
部
・
本
部
10

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
中
心
市
街

地
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
「
盛
り

土
」
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
「
６
年
の
つ
ど
い
」で
は
、

記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
復
興
の
現

状
～
そ
の
成
果
と
課
題
～
」
と

題
し
た
記
念
講
演
で
井
上
博
夫

氏
（
岩
手
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
大
槌
町
、

山
田
町
、
陸
前
高
田
市
等
の
ま

ち
づ
く
り
の
状
況
を
紹
介
。
復

興
が
遅
れ
て
人
口
流
出
も
進
ん

で
お
り
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
、「
ま
ち
な
か
再
生

計
画
」
に
住
民
の
意
見
も
取
り

入
れ
、
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
強

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
６

年
が
経
過
し
て
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
報
道
が
下
火
と
な
っ
た
３
月

25
日
、「
東
日
本
大
震
災
津
波

６
年
の
つ
ど
い
」
が
復
興
県
民

会
議
の
主
催
に
よ
り
陸
前
高
田

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開

調
し
ま
し
た
。
ま
た
災
害
公
営

住
宅
の
孤
立
化
を
防
止
す
る
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
重

要
で
あ
り
、
意
識
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
は
難
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
被
災
者
支
援
に
取
り

組
む
３
名
が
発
言
。
陸
前
高
田

市
商
工
会
会
長
の
伊
東
さ
ん

は
、
か
さ
上
げ
し
た
市
の
中
心

陸前高田市・かさ上げエリア

シンポジウムの様子

部
に
専
門
店
14
店
舗
と
マ
イ
ヤ

や
ド
コ
モ
、
ツ
ル
ハ
等
20
店
舗

で
構
成
す
る
「
ア
バ
ッ
セ
た
か

た
」
が
４
月
27
日
オ
ー
プ
ン
予

定
で
あ
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
「
オ
ー

ル
高
田
」
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
話
し
ま
し
た
。
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
安
田
さ
ん
は
、
仮

　働くもののいのちと健康を守る岩手県センター（略称：いの健
センター）は、毎年、明るく働きやすい職場をつくろうと、学習
会を開催してきました。４月8日（土）に、第３回学習会と代表者
会議が開催され、約40人が参加。県医労からは、４支部本部６
人が参加しました。
　全労連副議長・「いの健」全国センター事務局長の岩橋祐治氏
が講演し、その後さまざまな職場や職種で結成されたグループで、

講演の感想や職場の状況、安全
衛生の取り組みなどを交流しま
した。グループ討議の中では、
新しく出された超過勤務管理の
ガイドラインの活用など、職場
改善での安全衛生委員会活動の
大切さが確認されました。

設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
の
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
重
要
性
を

話
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
ら
り
ん
き
っ

ず
」
代
表
の
伊
藤
さ
ん
は
、
子

育
て
に
悩
む
母
親
の
悩
み
相
談

か
ら
マ
マ
達
を
つ
な
い
で
き
た

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

明るい職場、働きやすい職場へ
衛生委員会活動などで学習会
働くもののいのちと健康を守る県センターが開催
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女性部

in岩手

「子どもと教育」、「くらし、権利、労働」、「平和と
民主主義」、「女性の地位向上めざして」など、様々
な問題をテーマ別に話し合います。

安
や す だ

田 菜
な つ き

津紀さん
【プロフィール】
studio AFTERMODE所属フォトジャーナリスト。1987年
神奈川県生まれ。16歳のとき、「国境なき子どもたち」友情の
レポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる子どもたち
を取材。現在、カンボジアを中心に、東南アジア、中東、アフリ
カ、日本国内で貧困や災害の取材を進める。東日本大震災以
降は陸前高田を中心に、被災地を記録し続けている。

2017年
第63回 in岩手

分科会

◆12時30分〜17時
◆会場：岩手大学・盛岡マリオス・
　　　　盛岡アイーナ

8月19日土
全体会

◆9時30分〜14時30分
◆会場：盛岡タカヤアリーナ

8月20日日
第1日目 記念講演第2日目

◦母親大会の歴史がわかるDVDで学習しましょう。
◦地域母連に参加して一緒に活動しましょう。
◦「私の要求つぶやきカード」に取り組み、広く知らせましょう。
◦友人・知人・O.Bにも声をかけて参加者を募りましょう。

つぶやきカード
取り組んでます！

中央支部では、大
輪の花火のように
貼り付けました。

生命を生み出す母親は  生命を育て  生命を守ることをのぞみます

第63回日本母親大会 in岩手を成功させよう！
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青年部

岩
手
医
労
連
青
年
部
ウ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

署
名
っ
て
楽
し
い

成
し
た
動
画
「
教
え
て
こ
な
つ

ち
ゃ
ん　

署
名
っ
て
イ
ミ
あ
る

の
？
」
を
視
聴
し
学
習
。
視
聴

後
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
署
名
活
動
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
不
安
な
こ
と
、
職
場

の
実
態
、
仕
事
上
の
悩
み
な
ど

を
「
私
の
つ
ぶ
や
き
カ
ー
ド
」

に
記
入
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
年
部
役
員
が
署

名
活
動
で
の
や
り
と
り
を
、
良

い
例
、
悪
い
例
を
交
え
な
が
ら

寸
劇
で
再
現
し
、
参
加
者
へ
レ

ク
チ
ャ
ー
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
リ

ハ
ー
サ
ル
を
し
て
、
白
衣
に
着

替
え
、
街
頭
署
名
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

　

今
回
取
り
組
ん
だ
署
名
は
、

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の

　

３
月
25
日
（
土
）、
岩
手
医

労
連
青
年
部
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
in
盛
岡
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
県
医

労
か
ら
は
２
支
部
３
名
、
全
体

で
は
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
や
署
名
活
動
を
通
し
て
楽

し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
京
都
民
医
労
が
作

改
善
を
求
め
る
国
会
請
願
署

名
」。
ま
ず
青
年
部
長
が
マ
イ

ク
を
握
り
、
署
名
の
趣
旨
に
つ

い
て
説
明
。
続
い
て
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
職
場
の
実
態
を

訴
え
ま
し
た
。

　

若
い
人
た
ち
か
ら
の
反
応
も

良
く
、「
自
分
も
介
護
職
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

グループワーク

署名活動に挑戦（盛岡市大通交差点）

う
激
励
も
受
け
ま
し
た
。
約
45

分
間
の
取
り
組
み
で
１
６
１
筆

の
署
名
を
集
約
、
チ
ラ
シ
の
配

布
数
は
３
０
０
枚
に
も
達
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
、
ホ
テ
ル
に
戻
り
、

感
想
を
交
流
し
あ
い
ま
し
た
。

「
署
名
に
協
力
し
て
く
れ
る
人

が
多
く
て
楽
し
か
っ
た
」、「
が

ん
ば
っ
て
と
言
わ
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
」「
次

も
参
加
し
た
い
」
な

ど
署
名
を
訴
え
る

こ
と
の
大
切
さ

と
と
も
に
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
行

動
（
ア
ク
ト
）

と
な
り
ま
し

た
。

　

夕
食
交
流
会

で
は
、
単
組
の

紹
介
や
お
楽
し
み

抽
選
会
が
行
わ
れ
、

医
労
連
か
ら
は
「
今

日
の
経
験
を
力
に
い
っ

そ
う
署
名
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー

ド
の
セ
ッ
ト
が
参
加
賞
と
し
て

全
員
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
９
条
に
カ
ン
パ

イ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

記
念
撮
影
。
平
和
の
大
切
さ
も

話
し
あ
い
ま
し
た
。
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、

重
圧
は
増
す
ば
か
り
…
。
ス
ト

レ
ス
も
増
し
…
。
仕
事
も
増
し

…
。
超
勤
は
書
か
な
い
よ
う
に

指
導
さ
れ
、給
料
も
上
が
ら
ず
、

な
ん
だ
か
辛
い
事
ば
か
り
で
す

ね
ぇ
。

宮
古
支
部
　
み
た
マ
マ

　

　

　

４
月
に
入
っ
て
も
落
ち
着
く

ま
で
何
か
と
忙
し
い
の
で
す

が
、
や
は
り
桜
が
咲
い
た
り
、

緑
が
芽
吹
く
と
気
持
ち
が
違
い

ま
す
。
自
然
っ
て
う
ま
く
人
の

心
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
四

季
が
あ
っ
て
、
本
当
に
良
か
っ

た
。
日
本
人
、
最
高
。

中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　

　

　

新
人
さ
ん
た
ち
が
「
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
」「
働
き

づ
ら
い
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に

働
く
こ
と
の
意
味
や
、
権
利
、

職
場
の
相
談
等
、
力
に
な
り
た

　

東
日
本
大
震

災
・
津
波
か
ら
６

年
。
記
念
式
典
、

集
会
な
ど
で
、
改

め
て「
絆
」「
連
帯
」

「
輪
」
な
ど
の
大

事
さ
が
再
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
海
外

か
ら
も
「
日
本

的
」
な
素
晴
ら
し
さ
だ
と
賞
賛

の
声
が
続
い
て
い
ま
す
。
あ
の

時
、
テ
レ
ビ
か
ら
は
繰
り
返
し

「
遊
ぼ
う
っ
て
言
う
と
、
遊
ぼ

う
っ
て
言
う
」
と
い
う
金
子
み

す
ゞ
の
詩
が
流
さ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
▼
被
災
地

の
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅

な
ど
で
の
孤
立
化
も
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で「
絆
」

「
連
帯
」「
輪
」
を
取
り
戻
そ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
の

は
、
強
制
に
な
っ
て
は
ダ
メ
と

い
う
こ
と
。
本
人
の
心
に
寄
り

添
っ
て
、
本
人
の
生
き
る
力
を

取
り
戻
す
こ
と
が
大
き
な
柱

で
す
▼
憲
法
改
正
を
し
た
い

３
月
号
パ
ズ
ル

３
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
32
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

最
近
漢
字
が
出
て
こ
な

い
、
す
い
と
う
、
キ
セ
の
里
、

ち
ょ
び
、
に
ゃ
ん
吉
郎（
以

上
、
中
央
支
部
）、
ベ
ガ（
磐

井
支
部
）、
受
験
の
母（
大
東

支
部
）、
夢
子（
高
田
支
部
）、

は
な
ち
ゃ
ん
、
三
人
官
女（
大

船
渡
支
部
）

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

組
合
員
が
少
し
で
も
増
え
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

　

　

　

人
に
も
の
を
伝
え
る
時
は
、

相
手
の
気
持
ち
、
立
場
を
考
え

な
が
ら
、
感
情
的
に
な
ら
な
い

こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。

中
央
支
部
　
た
け
の
こ

　

　

　

働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
と
て
も
疲
れ
る
、

や
や
疲
れ
る
が
95
・
５
％
!!
す

ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
４
月

か
ら
人
員
が
増
え
て
く
れ
れ
ば

い
い
の
で
す
が
。

中
央
支
部
　
モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル

方
々
も
「
絆
」「
連
帯
」「
輪
」

が
大
事
だ
と
言
い
ま
す
。
日
本

古
来
の
「
和
を
以
て
貴
し
と
な

す（
わ
を
も
っ
て
と
う
と
し
と

な
す
）」
が
今
の
日
本
に
欠
け

て
い
る
、
と
。
み
ん
な
が
手
を

つ
な
ぎ
、
私
の
向
こ
う
側
に
は

安
倍
昭
恵
さ
ん
が
、
そ
の
隣
に

は
「
国
」
が
い
て
、
み
ん
な
で

「
日
本
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
」

と
唱
和
す
る
。「
輪
の
強
制
」

は
、
手
を
つ
な
が
な
い
人
、
唱

和
し
な
い
人
を
排
除
し
ま
す
。

み
ん
な
の
顔
色
を
う
か
が
い
、

「
同
調
圧
力
」
は
高
ま
り
ま
す
。

今
、
話
題
の
「
忖
度（
そ
ん
た

く
）」
が
発
生
し
、
唱
和
の
声

の
大
き
さ
を
競
っ
た
り
、「
国
」

の
近
く
に
移
ろ
う
と
す
る
▼

「
日
本
的
輪
」
と
憲
法
の
個
人

の
尊
重
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中

か
ら
、
不
当
な
こ
と
、
納
得
で

き
な
い
こ
と
に
声
を
上
げ
る
、

上
げ
続
け
る
。
そ
の
個
人
の
自

由
こ
そ
大
事
な
ん
だ
と
。（
は
）

記
事
の
訂
正

　

４
月
号
６
面
の
「
福
島
第

一
、
い
ま
だ
収
束
せ
ず
」
の

記
事
中
、「
約
４
，
２
０
０
人

が
原
告
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
講
演
し
た
馬
奈
木
厳

太
郎
弁
護
士
が
代
理
人
を
務

め
る
訴
訟
の
原
告
で
、
同
様

の
訴
訟
は
全
国
で
約
30
件
、

約
１
万
２
千
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。



憲法をいかし、すべての人の生きる権利を守り抜こう

５月の予定
１日（月）	 第88回メーデー

３日（水）	 憲法記念日のつどい（プラザおでって）

13日（土）	 ナースウェーブ集会（プラザおでって）

14日（日）	 「ヒバクシャ国際署名岩手の会」キックオフ集会（サンビル）

19日（金）	 県医労支部長会議（県民会館）

26日（金）〜28日（日） 

	 日本医労連沖縄平和ツアー

県医労第73回定期大会

大会代議員・オブザーバーを
組織しましょう

と　き　6月23日㈮～24日㈯

ところ　ホテル志戸平（花巻）

６月の予定
２日（金）	 県医労看護部会（水産会館）

10日（土）〜18日（日） 

	 2017国民平和大行進

11日（日）	 第63回岩手県母親大会 in 盛岡（県公会堂）

	 魅惑のシャンソンとジャズの夕べ（県公会堂）

23日（金）〜24日（土） 

	 県医労第73回定期大会（ホテル志戸平）

29日（木）〜30日（金） 

	 第44回医療研究全国集会 in 北海道

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

５
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！




